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教師付きデータ学習法（Supervised Learning Methodology）とはシステム設計者が入力データから正し い出力

を導き出すステップを正確に特定できず、コンピュータプログラムを書くという従来の手法で問題 を解決できないと

きに、入出力間の関数を既知のデータから学習させる問題解決方法のことを指す。つ まり正解が既知である問

題－正解のサンプルが得られていれば、その問題の解き方がわからない場合 でもサンプルを用いてコンピュータに

学習させることで、正解を導き出す至適なプログラムを自動的に作 成することができるという大変利用価値の高

い方法である。サポートベクターマシーン、人工ニューラル ネットワークなどさまざまな手法が教師付きデータ学習

法として知られている。 

われわれはこれらの方法の画像診断への応用に目を付け、定量的なデータから画像が構成されてい るために

画像からの特徴量の抽出が比較的容易である核医学検査での使用を中心に検討してきた。こ れまでに検討し

てきた事項を以下に記す。 

（１）Tc-99m と I-123 の２核種同時収集を可能にする散乱線補正法 

（２）負荷心筋血流 SPECT による非心臓手術の周術期心事故リスクの予測 

（３）臨床情報と画像データを用いた認知症の原因疾患の鑑別 

（４）MRI と SPECT による軽度認知機能障害から認知症への移行の予測 

 以下に例として、（１）の手法により得られた心筋梗塞症例での心筋血流（Tc-99m 標識製剤を使用）と 

心筋脂肪酸代謝（I-123 標識製剤を使用）の同時評価の核医学画像を示す。 
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